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2022年診療報酬改定
保団連要求が冊子に

定価300円。87ページ。

れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の

他
の
記
述
、
他
の
情
報
と
の

照
合
等
に
よ
り
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
い
い
ま
す
。
診
療
録

等
の
形
態
に
整
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
で
も
個
人
情
報
で

　

患
者
さ
ん
の
個
人
情
報
の

保
有
・
管
理
に
お
い
て
注
意

す
べ
き
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

医
療
機
関
で
は
、
利
用
者

に
関
す
る
様
々
な
個
人
情
報

を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療

報
酬
の
請
求
業
務
な
ど
、
外

部
と
個
人
情
報
を
や
り
と
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
で
、
個
人
情
報
の
管

理
や
外
部
と
の
や
り
と
り
が

便
利
に
な
る
一
方
、
誤
操
作

や
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
個

人
情
報
漏
洩
の
事
例
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
個
人
情
報

の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ

も
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
個
人
情
報
保

護
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

「
個
人
情
報
」
と
は
生
存

す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま

に
は
、
自
ら
の
業
務
に
照
ら

し
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
も

の
を
特
定
し
て
公
表
（
院
内

掲
示
等
）
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
利
用
目
的

外
の
利
用
は
、
医
療
法
に
基

づ
く
立
入
調
査
な
ど
法
令
に

基
づ
く
場
合
等
を
除
き
、
原

則
と
し
て
事
前
に
本
人
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
医
療
機
関
は
、
取
り

扱
う
個
人
情
報
の
漏
洩
、
滅

失
、
毀
損
の
防
止
そ
の
他
の

個
人
情
報
の
安
全
管
理
の
た

め
の
様
々
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
に
は
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
規
程
の
整
備
・
公
表
、

個
人
情
報
保
護
の
推
進
の
た

め
の
組
織
体
制
等
の
整
備
等

で
す
。
雇
用
契
約
や
就
業
規

則
に
お
い
て
離
職
後
も
守
秘

義
務
を
課
す
な
ど
も
大
事
で

す
。
従
業
員
に
対
す
る
教
育

研
修
の
実
施
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
医
療
機
関
の
情

報
管
理
に
は
厳
し
い
制
限
が

あ
り
ま
す
。
本
当
に
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
と
も
力
を
合
わ
せ
、

情
報
管
理
を
し
っ
か
り
と
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
弁
護
士
・
遠
地
靖
志
）

す
。
亡
く
な
っ
た
方
の
情
報

が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

医
療
機
関
が
個
人
情
報
を

取
得
す
る
場
合
、
利
用
目
的

を
で
き
る
限
り
特
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第18回 患者情報の取り扱い注意点は？

利用目的を限定し、守秘義務徹底を

イラスト・辻井タカヒロ

　

６
月
に
閉
会
し
た
２
０
４
回
通
常
国
会

で
は
、
子
ど
も
の
歯
科
矯
正
治
療
の
保
険

適
用
の
拡
大
に
関
す
る
請
願
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
矯
正
治
療
の

保
険
導
入
を
求
め
る
切
実
な
願
い
が
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
運
動
を
通
じ
て

国
会
へ
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
画
期
的
と
い

え
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
国
会
で
は
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
る

法
改
正
が
強
行
さ
れ
る
な
ど
医
療
費
抑
制

路
線
が
進
む
。
誰
も
が
お
金
の
心
配
な
く

必
要
な
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
今
こ
そ
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
の
署
名
を
広
げ
る
と
き
だ
。

　

学
校
歯
科
検
診
で

合
異
常
と
指
摘
さ

れ
て
も
、
歯
科
矯
正
は
一
部
の
先
天
性
疾

患
に
関
わ
る
も
の
を
除
い
て
保
険
適
用
外

と
な
っ
て
お
り
、
経
済
的
理
由
か
ら
治
療

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
請
願

は
、「
学
校
保
健
安
全
法
に
よ
る
検
診
の

場
で
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応

が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
法
の
趣
旨
に
反

す
る
」
と
指
摘
し
、
子
ど
も
の
歯
科
矯
正

に
対
す
る
保
険
適
用
の
拡
大
を
求
め
た
。

　

こ
の
９
月
に
は
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

義
歯
が
保
険
収
載
と
な
る
な
ど
、
保
険
で

よ
い
歯
科
医
療
を
願
う
国
民
の
声
が
歯
科

保
険
医
療
制
度
を
前
進
さ
せ
て
い
る
。
こ

う
し
た
声
を
受
け
止
め
て
き
た
の
が
、
２

０
０
２
年
に
始
ま
っ
た
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」
署
名

だ
。
経
済
的
な
心
配
を
せ
ず
に
誰
も
が
必

要
な
歯
科
医
療
を
享
受
で
き
る
制
度
を
求

め
、
診
療
報
酬
改
定
の
前
年
に
協
会
・
保

団
連
が
他
団
体
と
も
協
働
し
国
会
へ
届
け

て
き
た
。

　

菅
政
権
の
も
と
で
進
む
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
へ
の
逆
流
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。
先
の
国
会
で
は
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
２
倍
化
や
病
床
削
減
を
進
め
る
法
律
が

自
公
維
新
各
党
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

高
齢
者
か
ら
必
要
な
医
療
を
奪
う
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
こ
の
秋
に
は
総
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
患
者
・
国
民
と
思
い
を
一
つ
に
署

名
を
広
げ
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
進

め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。「
い
つ
も
の
署
名
」

で
は
な
く
「
特
別
な
署
名
」
と
位
置
づ
け

取
り
組
み
を
広
げ
た
い
。

春夏秋冬

20
年
目
の
保
険
で
良
い
歯
科
署
名

政
治
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
に 件

費
、
間
接
経
費
）
と
い
う

考
え
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
抜

本
的
に
評
価
を
見
直
し
、
引

き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
基
本
診
療
料
に
包
括

さ
れ
て
い
る
歯
肉
息
肉
除
去

手
術
、
ラ
バ
ー
ダ
ム
や
ス
タ

デ
ィ
モ
デ
ル
な
ど
は
再
評
価

が
必
要
で
す
。

　

２
０
１
６
年
に
歯
学
系
学

会
社
会
保
険
委
員
連
合
会
が

策
定
し
た
「
歯
保
連
試
案
２

０
１
６
」

で
は
、
「
抜
髄

（
単
根
管
）
」
の
診
療
報
酬

額
（
医
療
材
料
＋
人
件
費
総

額
）
に
つ
い
て
８
０
７
７
円

に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す

が
、
現
行
の
保
険
点
数
で
は

た
っ
た
の
２
３
０
０
円
（
２

３
０
点
）
で
す
。「
根
管
貼

薬
（
短
根
管
）」
に
つ
い
て

は
６
０
１
４
円
と
試
算
し
て

の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
不
適

切
な
取
り
扱
い
を
改
善
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

低
す
ぎ
る
技
術
料

低
す
ぎ
る
技
術
料

　

個
々
に
時
間
と
技
術
を
要

す
る
診
療
行
為
に
対
す
る
技

術
料
の
多
く
が
依
然
と
し
て

低
い
評
価
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
診
療
報
酬
に
経
費
（
人

　

歯
科
医
療
の
充
実
、
さ
ら

な
る
質
の
確
保
と
安
全
を
保

障
す
る
た
め
に
、
技
術
料
を

適
正
に
評
価
し
、
臨
床
現
場

い
ま
す
が
、
保
険
点
数
で
は

20
分
の
１
以
下
の
３
０
０
円

（
30
点
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

日
本
歯
科
医
学
会
が
ま
と

め
た
「
歯
科
診
療
行
為
の
タ

イ
ム
ス
タ
デ
ィ
調
査
」
で

は
、
１
分
あ
た
り
の
保
険
診

療
報
酬
を
５
点
か
ら
30
点
以

上
の
５
点
刻
み
で
Ⅰ
〜
Ⅶ
群

に
分
類
し
、
保
存
修
復
や
歯

周
治
療
な
ど
の
各
領
域
別
診

療
項
目
が
ど
の
群
に
含
ま
れ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
多
く
の

領
域
が
評
価
の
低
い
Ⅰ
〜
Ⅲ

群
に
含
ま
れ
て
お
り
、
調
査

し
た
項
目
の
67
・
２
％
に
上

り
ま
す
。
こ
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
群
に

保
存
修
復
の
場
合
79
・

０

％
、
歯
内
療
法
で
67
・

９

％
、
歯
周
治
療
で
72
・

７

％
、
義
歯
で
86
・
２
％
、
ク

ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
76
・
０

％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

麻
酔
薬
の
評
価
を

麻
酔
薬
の
評
価
を

　

処
置
や
歯
冠
修
復
及
び
欠

損
補
綴
の
項
目
の
う
ち
包
括

さ
れ
て
い
る
麻
酔
に
つ
い
て

は
、
使
用
し
た
麻
酔
薬
剤

料
、
浸
潤
麻
酔
の
手
技
料
は

算
定
で
き
る
取
り
扱
い
と
す

る
こ
と
を
保
団
連
は
求
め
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
改
定
で
は
手

術
で
使
用
し
た
麻
酔
薬
剤
料

は
別
途
算
定
で
き
る
取
り
扱

い
と
な
り
ま
し
た
が
、
歯
科

の
日
常
診
療
の
多
く
を
占
め

る
処
置
や
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
で
使
用
さ
れ
る
麻
酔
薬

剤
料
に
つ
い
て
は
、
相
変
わ

ら
ず
評
価
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
手
術
と
同
様
に
麻
酔
薬

剤
料
は
別
途
算
定
で
き
る
取

り
扱
い
と
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
手
術
や
１
２
０
点
以
上

の
処
置
と
特
に
規
定
す
る
処

置
に
つ
い
て
、
浸
潤
麻
酔
の

手
技
料
は
算
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
歯
科
の
日
常
診
療
で
は

浸
潤
麻
酔
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
手

技
料
を
算
定
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
す
。 

（
つ
づ
く
）

平尾清司社保研究部長

抜
本
的
な
評
価
見
直
し
必
要

歯科保団連
の改善要求 ポイント㊥

タイムスタディ調査2016
１分当たりの保険診療報酬 １時間当たりに換算
Ⅰ群 ５点未満 約３千円以下
Ⅱ群 ５点以上10点未満 約３千～６千円以下
Ⅲ群 10点以上15点未満 約６千～９千円以下
Ⅳ群 15点以上20点未満 約９千～１万２千円以下
Ⅴ群 20点以上25点未満 約１万２千～１万５千円以下
Ⅵ群 25点以上30点未満 約１万５千～１万８千円以下
Ⅶ群 30点以上 約１万８千円以上
※調査した項目の67.2％がⅠ～Ⅲ群に含まれる

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ群が各領域の項目に占める比率
保存修復　 79.0％
歯内療法 67.9％
歯周治療 72.7％
義歯 86.2％
クラウンブリッジ 76.0％
在宅歯科診療 71.1％
顎関節症・歯ぎしり 75.0％
歯科麻酔 84.6％
小児歯科 68.7％

【前回理事会以降の活動】
・ 保険でより良い歯科医療を求める請願署名は会員167人から3,247筆
（協力率4.0％、７月２日時点）を集約。75歳以上の窓口負担引き
上げなどの医療改悪を止めさせ、歯科診療報酬改定で大幅な改善を
求め引き続き全力をあげる。

【主な検討課題】
・ 法改正をせずにワクチン接種のために歯科医師が筋肉内注射を行え
る解釈問題について、福岡県歯科保険医協会の浦川修副会長からの
ビデオメッセージでその問題点を学んだ。

・ 次期総選挙では、選挙争点などを分かりやすく紹介し、診療所から
政治を変える呼びかけの助けとなるような宣伝物作成や、保団連の
「クイズで考える私たちの医療」の活用、政党アンケートの実施を
確認した。

・ 診療報酬改善では、「2022診療報酬改定に向けて歯科医療の今後を
考える」をテーマに保団連副会長の田辺隆氏を講師に８月１日に学
習会を行う。22診療報酬改定にむけた会員署名に取り組む。

・ 大阪府との応接へ向けた要望案を了承した。

21・22年度　第５回　理事会報告　７月10日


